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1.は じめ に
1990年代以降,フ ァッション雑誌 といわれ るジャ ンル の雑誌 の発刊 が顕著 に増加 している。
出版科学研究所発行 の 「出版月報」1998年6月号1に よれば,日 本国内の女性誌 の創刊 が相 次
ぎ,初 の創刊 ラ ッシュが訪れ たのは1980年代で あったが,当 時発行 されていた女性誌 の総 数
は35誌ほ どであ った。 やがて1997年には95誌に増加 し,20年で ほぼ3倍 に増え た とあ る。 同
所発行 「出版月報」2002年12月号2に よれ ば,2001年の時点での女性誌数 は125冊,発行部 数
は3億9,000冊と,さ らな る伸 びを見せ ている。 フ ァ ッシ ョン誌 の役割 は,フ ァッシ ョンビジ
ネスを始 として,不 特定多数 の一般 読者(主 に若 い女性)に,最 新 ファ ッション トレン ドを紹
介す るこ とにあると思われ るが,読 者 もまた明 らか にフ ァッシ ョン誌をそのアイデアソースと
している。
図1は,2006年6月 に女 性誌 の中心 ター ゲ ッ トと想定 される首 都圏在住(地 方 か らの転 入
者約15%程度)の 平均年齢19.4歳の女子短期大学生144名を対象に紙質問法によ り好 きな ファッ
シ ョンブ ラン ド,よ く読む ファ ッシ ョン誌,好 みのフ ァッション ・タイプ等に関す るア ンケー
ト調査 を実 施 し,フ ァッシ ョンの参考源はなにか,複 数 回答 にて質問 した結果であ る。 ファッ
シ ョン誌 を参考 にす る人 は74%にものぼ り圧倒的な支持 を得 ている。(な お,こ の ア ンケー ト
は2000年よ り毎年1回 実施 してお り,後 述 す るファ ッションの クラスター分類 の基礎資料 と
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図1.フ ァッシ ョンの主 な参考源(N=144)
して用いている)
そこで本稿では,ファッションの参考源として大きな影響のある,若い女性を対象としたファッ
ション誌が読者とどう関わってきたのかについて,経年的にその変容を明らかにするとともに,
1990年代以降のファッション誌を取 り上げ,1990年代以前の雑誌との比較検討を行い,雑 誌
の役割及び読者との関係の変容を考察した。
雑誌とは 「日本大百科全書」(小学館)に よれば,「定期的に号を追って刊行される冊子形態
の刊行物であり,発行周期別,対 象別,判型別,専 門分野別などに大別される」とある。では
ファッション誌の定義とは何か。一言でいえば,最新のファッショントレン ドの紹介を中心 と
して,そ れにブランドや,アイテム,小 物 ・アクセサ リー,コ ーディネー ト,ヘア ・メイク,
さらに雑貨やインテリアなどのライフスタイルの提案,ま た映画や音楽,ア ー ト,エッセイな
どのカルチャー,キ ャリアアップなどの提案,グ ルメ,旅行,シ ョッピングエ リア情報などを
網羅 し,それ らをターゲットに合わせて編集 した雑誌のことであろう。年齢,収 入,生 活レベ
ル,フ ァッションの嗜好によってセグメントがなされ,各雑誌における読者イメージが比較的
表i,一 般 フ ァッション誌 とス トリー ト系 ファッシ ョン誌の本稿での区分
編集内容 雑誌例
一 般
フ ァ ッ シ ョ ン誌
ター ゲ ッ トで あ る一 般 読者 層 を対 象 に コ レク シ ョ
ンや メー カ ー,ブ ラ ン ドな ど の最 新 フ ァ ッシ ョン
トレ ン ドや,ラ イフ ス タイル を紹 介す る フ ァッシ ョ
ン誌、
装苑,VOGUEハ イフ ァ ッシ ョ
ン,JJ,CanCam,GINZA,
SUPUR>non-no,With,
MOREな ど
ス ト リー ト系
フ ァ ッ シ ョ ン誌
街 の お し ゃれ な 若者 の ス ナ ップ や フ ァ ッシ ョン ・
エ リア の 紹 介,セ レ ク トシ ョ ップ の紹 介 な どを 中
心 と した,ス トリー トの実 際 的 な フ ァ ッシ ョンを
主 に扱 った フ ァ ッ シ ョ ン誌、
STREET,KERA!,smart,
mini,S-Cawaii!,mina,
Soup.,SEDA,Zipperな ど
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明確なものが多い。
なお,本稿では,表1に 示すように,現在のファッション誌を,一般ファッション誌 とス ト
リー ト系ファッション誌に分類 して考察を進めることとする。
2.1990年代以前のファッション誌の変遷
はじめに,1990年代以前のファッション誌がどのようであったかに関 し,時代を追 って変
遷をみてみたい。なお,こ れらの雑誌選別に関 しては,う らべまこと著 「流行 うらがえ史」3
「続 ・流行 うらがえ史」4,千村典生著 「時代 の気分 を読む」5,アクロス編集室編 「Street
Fashion1945-1995」6,婦人画報社編 「ファッションと風俗の70年」7,伊藤忠 ファッションシ
ステム編 「おしゃれ消費 トレンド」8,川島容子著 「TOKYO消費 トレンド」9等の書籍 なら
びにメディア ・リサーチ ・セ ンター発行の 「新聞雑誌総かたろぐ」,出版科学研究所発行の
「出版月報」,及び各出版社のホームページ等を参考にとりまとめた。
日本におけるファッション誌の先駆けは,1936年創刊の 「服飾文化」(1936年「装苑」に改
題)と いうスタイルブックであり,1936年「スタイル」,1937年「新女苑」,1946年「スタイ
ルブック」,「スタイルとデザイ ン」,1949年「ドレスメーキング」などが続いた。特に 「装苑」
と 「ドレスメーキング」は洋裁学校系の出版局が発行する2大スタイルブックであり,終戦直
後,洋 装化が広まりをみせた時に洋裁 衣服のやりくり,型紙付録,海 外のファッションを掲
載 した代表的なスタイルブックである。洋裁を学ぶ学生,洋 裁に携わる人々に新 しいファッショ
ンを紹介する啓蒙的な役割を担 った。
1960年代に入ると,1960年「ハイファッション」,「マ ドモアゼル」,「モー ド・エ ・モー ド」,
1966年「流行通信」などのモー ド雑誌が登場 した。これらの雑誌では,パ リのオー トクチュー
ルや1960年代に登場 したプレタポルテ(高 級既製服)等 の トップ ・ファッションを伝え,当
時ファッションビジネスを主導 していた原糸メーカーや,百 貨店,デザイナーたちに商品企画
のアイデアを提供する指導的な役割を果た した。 さらに1970年代に出現 したマ ンションメー
カーや,続 くDCブ ランドを支える強い影響力をもった。またアパ レルメーカーの隆盛に従い,
1964年「チャネラー」,1979年「ファッション販売」など,フ ァッション専門誌の登場 も相次
いだ。同時に1964年に創刊された 「平凡パンチ」は,「VAN」の石津謙介氏 らとともに,ア
イビール ックなどの雑誌主導によるメンズ ・ファッションを創 り出した。
1970年代に既製服が普及すると,1970年「an・an」,1971年「non-no」が登場 した。これ
らの雑誌は,従来の啓蒙的なスタンスの雑誌とは異なり,若い女性の視点に立 った編集方針を
貫き,フ ァッションの紹介にとどまらず,新 しいライフスタイルを紹介 し,新しい女性像を提
案 した。高いビジュアル性とファッション性が支持されて,両誌の愛読者たちはアンノン族と
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呼ばれた。
さらに1975年「JJ」の創刊を皮切 りに,1981年「CanCam」,1983年「ViVi」,1988年
「Ray」など,ニ ュー トラ,ハ マ トラなどの女子学生のキャンパス ・ファッションを提案する
雑誌が相次いで創刊され,「JJ」をバイブルとする読者はJJガールなどと呼ばれた。これら
の雑誌では,有名大学や名門女子大の現役学生がモデル とな り,読者によ り近い憧れイメージ
を喚起させ人気を得た。
1980年代には1982年「Olive」,1988年「Hanako」が創刊され,「Olive」では,キ ャラク
ターブランドのガー リッシュなスタイルを提案 し,「Hanako」では,フ ァッションのみなら
ず,グ ルメやエリア情報,キ ャリアアップなどのライフシーンすべてを提案するようになった。
こうして,1980年代にはJJガール,Olive少女,Hanako世代 と呼ばれる読者を生み出し,
1980年代までの雑誌とファッションの関係は,明 らかに雑誌主導であり,読者のイニシアチ
ブを担っていた。
3.マスメディアから夕一ゲッ トメディアへの転換
1980年代後半,高 度経済成長社会が爛熟期を迎えると,消 費者の生活様式,消 費行動,趣
味などが多様化 し,従来の価値観では適応できない状態が起 こってきた。
広告代理店の博報堂は,こ の現象を 「大衆社会」が崩壊 して,「分衆社会」が始まったと提
唱し高い評価を受けた1°。 ここでは,大 衆社会における性別,年 齢,学 歴,職 業などの属性で
分類された生活様式や消費行動が分裂 して,消 費者は,趣 味,感性,テ イス トなどを基軸 とし
て行動するとして,従来の価値観か らの変換を唱えた。いわば,消費者ニーズの細分化が始まっ
たのである。こうした 「分衆」の登場により,雑誌は大きく変化し,読者の好きなブランド,
好みのファッション,良 く行 くエリアなどの感覚的嗜好をセグメントし,読者像の絞 り込みを
行 った読者重視の雑誌が展開されるようになった。
城汁夫監修 ・ファッション・アニュアル'86編集委員会編 「'86FASHIONANNUALファッ
ション年鑑」11では,1980年代当時の主要なファッション誌36誌の詳述 とともに,フ ァッショ
ン視点別マップ分析がなされているが(図2),こ の図からも読者の細分化が始まり,雑誌の
種類が増えて,ポ ジショニ ング化が進展 したことがわかる。また各雑誌のファッション ・ポジ
ショニ ングを見 ると 「ハイファッション」,「流行通信」,「モー ド・エ ・モー ド」,「marie
claire」を頂点として,ヨ ーロピアン・エレガンス,ヨ ーロピアン・コンサバ系の雑誌が多 く,
アメリカン ・カジュアル系が少ないという当時の状況が図示されている。さらに新 しいライフ
スタイル誌である 「an・an」のカバー領域が極端に広いのが特徴である。このマップ分析は,
「出版年鑑」,「新聞雑誌総かたろぐ」等の年鑑,各 雑誌の編集長への取材,な らびにアンケー
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図2.1980年代 のファ ッシ ョン雑誌 のポ ジシ ョニング ・マップ
「「86FASHIONANNUALファッション年鑑」
ト調査に基づき,雑誌の読者層,年 齢,発 行部数 ファッション感度,編 集内容,雑 誌などか
ら,総合的な判断により年鑑編集長の,;夫 がまとめた ものである。
上述のように1980年代までは,コ レクションで提案 されるシーズン ・テーマ,ス タイル,
アイテムを頂点とし,アパ レルメーカーが量産向けに製品を作 り,雑誌がコレクション情報と
その製品を紹介することで,新 しい トレンドが広 く読者に伝え られ,市場に広まるという過程
であった。コレクションを頂点 とし,雑誌が媒介とな り,読者に新しいファッションを提案す
る流れは,1960年代から1980年代までの一般的な波及形式であった。
ところが,こ うした傾向は,1990年代半 ばに登場 した,渋 谷のギャルや裏原宿の男の子た
ちが好むス トリー トに根ざしたファッションが台頭 し,彼ら新興層をターゲットにしたス トリー
ト系ファッション誌の創刊ラッシュが続いたことで状況が一変する。 このことは,雑誌が読者
をリー ドしてきた過程と逆方向の流れを生 じさせ,フ ァッションの波及過程を覆す,フ ァッショ
ン・ヒエラルキーの転換が生 じたことを意味 している。
4.ファッション・ヒエラルキーの転換
4-1.1990年代以前に創刊された雑誌の現在
各時代で読者をリー ドしてきた雑誌も,ファッションの変化によって休刊,な いしはリニュー
アルを余儀な くされている。洋装化に貢献 したスタイルブックも,洋裁雑誌のスタンスを変え
なか った 「ドレスメーキング」 は1993年に休刊,一 方の 「装苑」は洋裁からファッション情
報やアー トを中心 とす る編集に方針を変えて存続 している。
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1960年代に海外ファッションを伝えたモー ド誌は,1980年代以降,1982年「marieclaire」,
1989年「ELLEJAPON」,1999年「VOGUENIPPON」など,海外雑誌の日本版が創刊 さ
れて競合誌が登場 し,1990年代半ばのインターネ ットの普及 により,コ レクション情報が リ
アルタイムに入手できるようになるなどして,雑誌の存在意義が薄れた。また,フ ァション専
門誌では,外 資系アパ レルの参入,人 件費の安価な海外への生産拠点の移動などを背景 に,日
本の繊維産業全体が低迷 したことで,伸 び悩みが生 じた。
ライフスタイル雑誌では,1990年代の少女文化をリー ドしてきた 「Olive」も2003年休刊,
「Hanako」は,フ ァッションそのものより街,リ ゾー ト,エステ等の情報誌寄 りとなり様変
わりした。あるいは,こ れまでのファッション誌の多くが白人モデルを起用 していたが,よ り
読者に近 しい日本人モデルを起用するなど,雑誌提案型から,読者のニーズをいかに把握でき
るかが雑誌存続の分け目というように変化が生 じている。
4-2.1990年代以降の雑誌とファッションの変容
4-2-1.読 者クラスターの 「分衆化」から 「個衆」,「タコツボ化」へ
現在,フ ァッション誌の種類が増大 している背景には,フ ァッション・クラスターの細分化
が要因として挙げられる。ここでクラスターの語義に関し,「大辞泉」によれば,「花やブ ドウ
の房の意 として,1,同 種のものや人の集まり。2,都 市計画などで,個 々の建物 ・道路 ・空
き地などを相互に関連させて一つの集合体としてとらえ,配置すること」と定義 している。マー
ケティング用語として用いられることも多 く,不特定多数の消費者の中で,同 じ価値観,消 費
志向のある集団を一つに括ったものを指す。本論では,好 む衣服のタイプ,流行への関心度や
ファッシ ョン観において,志 向を同じくするまとまりをファッション・クラスターとみな し分
類を行 った。
少な くとも1980年代 までは,時 代ごとにメジャーなファッションが存在 し,流行に無関心
な女性以外は,皆似たスタイルを目指すのが一般的であった。ところが1980年代末に渋カジ ・
ファッションが登場 してカジュアルなコーディネー ト・ファッションが広まると,嗜好するファッ
ション・タイプの差異化が生まれ,フ ァッションの異なる複数のクラスターが同時に存在 しう
るようになったQ
現在の若 い女性に関 し,本論冒頭で述べた2000年より継続 して行 っている女子学生対象の
アンケー ト調査,な らびに,街頭インタビューや定点観測における着用アイテムやブランド,
コーディネー ト,色の嗜好,バ ッグや靴,ア クセサ リー,ヘ ア ・メイクの仕方,容 姿,歩 く姿
勢や表情等の外見的な特徴に基づき,こ れらの実態調査の結果を総合的に判断 し,フ ァッショ
ン・クラスターのグループ化を試みた。
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ま た,フ ァ ッシ ョン ・クラ スター分 類
の先 行資料 と して,坂 井 直樹著 「エ モー
シ ョナル ・プ ロ グラム ・バ イ ブル 市場
分析,ブ ラ ン ド開発の ためのメソ ッ ド」12,
「伊 藤 忠 フ ァ ッ シ ョ ン シ ス テ ム 刊
rTOKYOxFASIONTRENDMAPJ3
によ る,フ ァッシ ョンマイ ン ド別 タイ プ
別 マ トリックス等 を もとに,こ れ らの資
料 を総合 して フ ァ ッシ ョンの クラス ター
分類 を行 った。
その結果,ギ ャル ・ミックス系,
図3.若 年女性におけるファッシ ョンの クラスター分類
ガールズ ・スタ ンダー ド系,ボ ーイズ ・ス トリー ト系,コ
ンサバ ・フ ェ ミニ ン系,キ ャ リア ・トラ ッ ド系,モ ー ド・ミックス系,ク リエ ーター系,パ ン
ク ・ロック系,コ スプ レ系,ト レン ド超越系 の10に分類す ることがで きた(図3)。 しか し,
各 クラスターは,さ らに細分化する こともで き,例 えばギ ャル系の クラスターで は,お 姉 ギ ャ
ル,マ ンバ ・ギ ャル,コ ンサバ ・ギ ャル,B系 ギ ャル という具合 に同一 クラスター内の差異化
が生 じている。 そ して各 スタイル間で新 しい ファッションが次 々に生 まれ,変 化を繰 り返 して
お り,そ の結 果,流 行 が様 々な形で立 ち現れ るよ うになって いる。 こう して,現 在の若 い女性
の フ ァッション ・クラスターは約10存在 し,各 クラスターの差異化 によ り,全 体で46くらい
にまでに嗜好 す るファッシ ョンの細分 化,タ コツボ化 が生 じて いる(表2)。
このタ コツボ化 とい う言葉 は,㈱ パル コの アクロス編集室 による命名であ り,同 じ年代 ない
し世 代であ ることよ りも,同 じ趣味を共有 して いることの方 に重 きを おき,嗜 好 が細分化 し,
さらに深化す る様相 を 「タコツボ分(文)化 」 と称 した。「流行観測 ア クロス」(1981年2月
号)の 特 集 「現 代若者風俗大研究:《タ コツボ》 カタ ログ」14が初 出で ある。
4-2-2.フ ァッションの タコツボ化 に対応するフ ァッシ ョン誌
表2に は,併 せて各 クラスター が好 む フ ァッシ ョン誌名 を挙 げた。 トレン ドに敏感 なギ ャ
ル ・ミックス系 の クラス ターで は,好 む 雑誌 の種類 も多 岐 に渡 って いるが,そ の大 半 が
「Cawaii!」,「Egg」,「Fine」な ど,街 頭 のギ ャル ・ファ ッシ ョンの紹介や,人 気 シ ョップの
販売員の格好 を掲載 したス トリー ト系 フ ァッション誌が中心 とな っている。
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表2.ヤ ング レデ ィス ・フ ァッシ ョンにお けるクラスターと雑誌との関係性
大分類 中分類
(10分類)
小分類
(46分類)
雑誌
一 般 フ ァ ッ シ ョ ン雑 誌 ス トリー トファ ッシ ョン誌
ヤ
ン
グ
・
レ
デ
ィ
ス
1.ギ ャル ・ ミ ック
ス系
プチ ・ギ ャル ViVi
BLENDA
GLAMOROUS
GLITTER
GISELe
RanzukiCawaii!Egg
FinePopteenS-Cawaii!
nutsHappie
Ego'systemSEVENTEEN
OIieGirlswoofin'girl
LUIRE小 悪 魔ageha
JELLY
リア ル ・ギ ャル
コ ンサ バ ・ギ ャル
お姉 ギ ヤル
ギ ャル ・グ ラ マ ラ ス
B系 ・ギ ャル
マ ンバ ・ギ ヤル
2.ガ ー ル ズ ・ス タ
ン ダー ド系
ガー ルズ ・コ ンテ ンtラ リー non-no
Caz
ChuChu
bea'sup
VOCE
JILLEmini
Soup.CUTIE
MonicaSpring
PSSEDA
nadesico
ガ ー ル ズ ・モ ー ド
ガ ー ル ズ 。 トラ ッ ド
ガ ー ル ズ ・ク ラ シ ック
セ クシー ミックス ・ガール ズ
3.ボ ー イ ズ ・ス ト
リー ト系
ボ ー イ ズ ・エ ク ス トリー ム
■,
mim
Zipper
SEDA
KERA!
ボ ー イ ズ ・カ ジ ュア ル
ボ ー イ ズ ・ トラ ッ ド
パ ンク ミ ック ス ・ボ ー イ ズ
ガ ー リッ シ ュ ・ボ ー イ ズ
4.コ ンサ バ ・フ ェ
ミニ ン系
ト レン ド ・フ ェ ミニ ン CanCamJJRay
MISSPINKYStedy
美 的ar美 人 百 花
HanakoNIKITA
Vingtane25ans
ラグ ジュア リー ・フ ェ ミニ ン
フ ェ ミニ ン ・カ ジ ュア ル
フ ェ ミニ ン ・ トラ ッ ド
モ ー ドミックス ・フ ェ ミニ ン
5.キ ャリア ・トラ ッ
ド系
キ ャ リア ・エ レガ ン ト ofCLASSY.
LUCiBAILA
WithMORE
OggiananBOAO
StyleFraUUrb
トラ ッ ド ・べ 一 シ ック
キ ャ リア ・カ ジ ュア ル
ア ッパ ー ・キ ャ リア
マ スキ ュ リ ン ・キ ャ リァ
6.モ ー ド ・ミ ック
ス系
エ レガ ン ト ・モ ー ド FIGAROGinza
SUPURBAZZAR
VOGUENIPPON
marieClaire
ELLEJAPON
InRed
SWEET
NYLONJAPAN
エ デ ィタ ー 系 モ ー ド
モ ー ド ・カ ジュ ァ ル
ビ ンテ ー ジ ・モ ー ド
エ ッ ジ ・モ ー ド
7.ク リエ ー ター 系 トレ ンデ ィ ・ク リエ ー タ ー 流 行 通 信
装 苑
ハ イ フ ァ ッ シ ョ ン
モ ー ド 。エ ・モ ー ド
FUDGE
イ ンタ ー ナ シ ョナル ・
ク リエ ー タ ー
キ ャラ ク タ ー ミ ック ス ・
ク リエ ー タ ー
8.パ ン ク ・ロ ッ ク
系
トレ ン ド ・パ ン ク系 Zipper
KERA!真性パ ンク系
ヘ ビーメタル系
9.コ スプ レ系 ゴスロ リ系 CosCure
COSMODE
電撃 レイ ヤーズ
アニ メ系
ミュ ー ジ シ ャ ン系
トラ ン ス 。セ ク シ ャル 系
10.ト レ ン ド超 越 系 ハ イパ ー ミ ックス 系 KERA!東京グラフィティ
FRUITS
STREET
TATOOGIRLS
レ トロ ・ ミッ クス 系
ゴア,ヒ ッピー,ア ングラ系
自作 ・リメイ ク ・リミックス系
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一番ポピュラーなガールズ ・スタンダー ド系の最 も人気の高い雑誌は 「non・no」である
が,「JILLE」,「SEDA」,「Soup.」など,街 のおしゃれな女の子たちが,今 どんな服を,ど
う着こなしているのかを丁寧に取材 したス トリー ト系ファッション誌の支持 も高い。
2000年前後 くらいに登場 し,現在はやや少数派のボーイズ ・ス トリー ト系は,該 当雑誌 も
少なめであるが,「mini」,「Zipper」などのス トリー ト系ファッション誌が占めている。
コンサバ ・フェミニン系とキャリア ・トラッド系が支持する雑誌では,一般ファッション誌
はそれぞれ10誌超である一方,ス トリー ト系の雑誌は皆無 という点が特徴である。ギャル ・
ミックス系やガールズ ・スタンダー ド系のクラスターが10代後半～20代前半を中心としてい
る一方,コ ンサバ ・フェミニン系とキャリア ・トラッド系では20代～30代前半が中心層であ
るための差異 と考えられる。
モー ド・ミックス系を見ると,コ レクションに関心の高い読者層が多いことか ら,モー ド系
のフ ァッション誌が多数挙 げ られてい る。 ただ し,「Ginza」,「SUPUR」,「VOGUE
NIPPON」といった1990年代以降に創刊 された雑誌では,コ レクション周辺で撮影 したモデ
ルの普段着やジャーナリス トの着こな し紹介にページを割いているものも少な くない。
クリエーター系では,服飾系の学生や関連仕事に携わっている読者が多いことか ら,「装苑」,
「モー ド・エ ・モー ド」 といった老舗モー ド雑誌が読 まれているが,こ れらの雑誌 も現在では
コレクション紹介の他に,ア ー トやデザイン,音楽,写 真などの先端カルチャー紹介にページ
が割かれ,内容的に変化 している。
パ ンク・ロック系,コ スプレ系,ト レン ド超越系のこれら3つのクラスターに属する若者の
数は多 くはないが,ま さしく,ス トリー トファッションから生まれたクラスターである点が特
徴である。mフ ァッション誌は皆無で,ス トリー ト系 ファッション誌に偏っている。「KER
A!」,「FRUiTS」,「東京グラフィティ」などの誌面に登場す る若者のファッションは実に個
性的であり,ト レンドの動向より,個 々人の感性を重視 し,自分が着たい服,好 きな服を着て
いるというエネルギーに溢れている。
5.1990年代以降の雑誌 とファッションの関係
5-1.ギ ャルの登場とギャル系雑誌の創刊
ス トリー ト系 ファッション誌の創刊 に拍車をかけたのは,1990年代半ばに渋谷を拠点に登
場 したギャルであった。ギャルとはgirlを語源とし,若い女性一般の呼称であったが,「例文
で読むカタカナ辞典」(小学館)に よれば,1982年の週刊現代 に 「娘さんはイマいギャル」な
どとあるか ら,1980年代前半から使われていたと思われる。
やがて1990年代には,活 発でおしゃれに敏感 少 し背伸びをした感覚の女子高生たちがコ
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ギャル(高 校生ギ ャルの略)と 呼ばれ,や がて,コ ギャルのコを取って,新 しいファッション
に敏感で,肌 の露出や身体装飾に積極的,感 覚的でやや刹那的な価値観を有する10代～20代
の女性たちをギャルと呼ぶようになった。
山根一真 「ギャルの構造」1」によれば,「ギャルとは1980年代の日本に登場 した,経済至上主
義を原点とし,自己の容姿をも武器に都市に跋扈する非社会性と幼児性を合わせ持 った蠱惑的
な若い女性である。同時にそれの象徴される行動様式,お よび時代思想である」とある。また,
㈱パルコのアクロス編集室刊 「流行観測アクロス」16では,「コギャル ・パラギャル台頭の真相」
と題 し,ギャルという新 しい若者像を分析 している。
ギ ャル という新 しいクラスターの台頭の背景を考えると,1980年代のファッシ ョンを担 っ
た女子大生に代わ り,女子高校生主導のファッションがはじまる。 この背景には,少子化で若
者数が減少 し,親が子にかける金銭的な余裕が出てきたこと,子供 もアルバイ トで小遣いを稼
ぐなど,自由裁量の所得が増えたことなどの理由か ら,お しゃれに関心を持つ年齢が低下 した
ことが挙げられる。絶えず新 しいファッションを身につけることが自己表現の一つ という意識
が強いギャルは,次 々に新たなスタイルを生み出す力に溢れており,こ うしたギャルたちの感
覚を捉えたギャル系雑誌の登場によって,新 規性の高いギャル ・ファッションが雑誌を媒介に
拡大されたのである。
1995年の 「egg」を皮切 りに,1996年「Cawaii!」,1998年「東京 ス トリー トニュース」
(「stonew」改題,2004年休刊)お よび 「Ranzuki」,2000年「S-Cawaii!」や 「Ego*system」
などの創刊が相次いだ。また従来か らある 「SEVENTEEN」(1968年創刊)や,「popteen」
(1980年創刊)な どのティーンズ雑誌 もギ ャル ・ファッションを好む女性をターゲ ットにした
雑誌にリニューアルし,ギ ャル向け雑誌の勢いを強固なものにした。
ギャルという新 しい女性の台頭により,新 しい雑誌の創刊が促 されたと同時に,フ ァッショ
ンタウンの変化をも導いた。これまで大人をターゲ ットにしてきた東急グループが一大転換を
図り,キ ャリアや ミセス向けブランドを集積 していたファッションビル 「渋谷109」を1996年
にリニューアルしたことでギャルのメッカが生まれ,周 辺エ リアの集客力を高めることにも成
功した。
これらギャル雑誌では,い わゆるプロのモデルの起用は限られ,渋谷を歩 くおしゃれな女の
子たちをその場で取材,撮 影 して登場させたり,シ ョップの販売員をモデルに起用 し,シ ョッ
プが提案するファッションを誌面で紹介する方法が採 られている。読者は親近感を抱 くととも
に,雑誌と読者 との垣根が無 くなり,見る側 と見せる側とが容易に転換 される,双方向的な関
係が生まれたことにも特徴がある。
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5-2.裏 原宿,代 官山などのス トリー トを介在とする等身大雑誌の登場
ス トリー トファッションを誌面 の中心的な特集 として取 り上げた雑誌が創刊 されたのは
1990年代の半ば以降であり,1995年創刊の 「GETON」,「スタイル ・オンザ ・ス トリー ト」,
「クール トランス」など,若 い男性を対象 としたファッション誌が最初であった。翌年1996年
には 「Spring」,1997年には 「FRUITS」,1998年には 「KERA1」,2000年の 「mini」,2001
年の 「mina」,2002年の 「JILE」,「FUDGE」が創刊されるな ど,女性を対象とする雑誌 も
複数登場 し,街撮 りスナップを特集の中心 に据えた雑誌の創刊が相次いだ。中でも 「fashion-
memo」や 「STREET」といった雑誌では,全ページ街頭スナ ップによる編集で,そ れ以外
はブランドやショップ紹介も,メイクやカルチャーに関する情報も,広告 も載っていないとい
う,従来の雑誌 とは全 く異質のタイプの雑誌 も登場 した。
ス トリー ト系 ファッション誌の大きな特徴は,これまでのファッション誌が大々的に取 り上
げてきたコレクション・トレン ドの動向がほとんど紹介されていない点である。む しろ彼らが
ファッションの参考にしているのは,街で見かけたおしゃれな一般人の格好や,DJやアーティ
ス ト,モデル,タ レントなどの普段着,セ レクトショップやヘアサロンのショップスタッフの
着こなし等であり,ス トリー ト系ファッション誌の誌面の大半はこうした等身大的なファッショ
ンが紹介されている。また,時 には自分も街で取材を受けて誌面に登場する機会もあり,ファッ
ションの発信者になる可能性 も大いにある。
ス トリー ト系の雑誌を好む若者たちにとっては,もはやコレクション・トレンドは直接的に
影響を受ける媒体としては受け取 られてお らず,よ り現実的で等身大的な憧れ像のファッショ
ンがス トリー ト系雑誌に掲載されることで,新 たなスタイルの参考にするという具合に転換が
生 じている。
5-3.既 存の雑誌の編集方針の転換,夕 一ゲッ トの絞 り込みの強化
ス トリー ト系雑誌が トレンドを主導するのではなく,あ くまでも読者のニーズを組み込んだ
双方向的な編集方針を取り,さらに細分化を重ねている動向を反映し,従来からあるファッショ
ン誌に変化が生 じている。雑誌主導の流行喧伝型のスタイルではな く,読者ニーズを汲んで,
嗜好に合わせたファッションをいかに紹介できるかが求められ,読 者の多様化する嗜好に合わ
せられない雑誌は,淘汰を余儀な くされるようになった。
女子大生や20代のOLを ターゲッ トにした雑誌の現在の編集内容をみると,流行アイテム
や着こな し提案にはじまり,体型別やT.P.O.別ファッション指南,人 気ブラン ドの小物やア
クセサ リー紹介など,具体的な事例にページを多く割き,コ スメやエステティック,ダ イエ ッ
ト,恋愛や仕事の悩み相談など,情報量の豊富さが特徴である。
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表3.キ ャンパス系,ヤ ングOL系 雑誌のターゲ ッ ト・起用モデルの違い
雑誌名 発行 創刊年 タ ー ゲ ッ ト 起用モデル
JJ 光文社 1975年
女子大生 ・OLを 対象 にした ファッションが メイ
ン。単 なる トレン ド追随型ではな く,コンサバティ
ブな視点 からブラン ドや海外旅行,シ ョッピング,
コスメ,ヘ アメイ クな どの美容情 報までを網羅。
Mie,有村実樹,黒 木 メイサ,
RINA,金子絵里,桜 井裕美
CanCam小学館 1981年
大学生 か らOLを 中心 に,向上心,好 奇心旺盛な
若 い女性 を対象 とした ファッション情報誌。読者
モデルの起用や着回 しな ど,実 用的なページも多
数。
蛯原友里,山 田優,押 切 もえ,
西 山茉希,熊 澤枝里子,
澤野ひ とみ
ViVi 講談社 1983年
いち早 く流行を取 り入れ,そ れを使 いこなした い
女 の子 のための ファッションと ビューティーを核
に した役立つ ライ フス タイル情報誌。
長谷川潤,畑 田亜希,佐 藤 萌未,
相沢紗世,鈴 木サチ
Ray 主婦の友社 1988年
現役女子大生読者である 凍 西キャンパスリー ダー"
や,"キャ ンパ スライター"の 意見を採 り入れた,
ファッシ ョン,ヘ アメイ ク,遊 び,恋 愛 など20歳
前後の女子大生やOLの ための生活情報誌。
香里奈,松 本莉緒
PINKY 集英社 2004年
ギ ャルか ら大人へ,ギ ャルは卒業 しても,コ ンサ
バ にはな りた くない,ハ タチを超 えた大人の女性
を 夕一ゲ ッ ト。
鈴木えみ,木 下 ここ,愛 未,
山岡由実,硯 まい
*表の起用 モデル は2006年t月～2007年3月現在の各雑誌の頻出モデルを記載 した。
こうした情報量の多さに加えて,既 存雑誌のテイス トを受け継 ぐ新たな雑誌が登場 した。
2001年に 「JJ」の妹版 と して 「JJbis」(2006年休刊),2005年「vivi」の大人版
「GLAMOROUS」の創刊,2006年には 「CanCam」のお姉 さん版 として 「AneCan」が創
刊 されるな ど,ス トリー トファッション誌への読者の流出を防ぐように,よ り夕一ゲットを絞
り込んだ編集方針がとられた。
他誌との違いを明確にするために,これ らの雑誌では専属モデルを起用 して,モデルが提案
するファッションを特色にしている。各雑誌のターゲ ットの違い,頻用モデルをまとめると表
3のようになり,他誌との差別化が図られていることが分かる。「CanCam」専属モデルで
ある蛯原友里が雑誌で着用しているワンピースやバ ッグが若い女性に絶大な人気とな り,"エ
ビ売れ"な る言葉も登場 したように,読者は,憧れの専属モデルに自分を重ねて,雑 誌で提案
するモデルと全 く同 じ衣服や小物を求める。ス トリー ト系ファッション誌とは表現方法が異な
るものの,読 者モデルは読者に親近感を抱いて もらえなければ人気を得 られないという点で,
読者に委ね られている。
5-4.フ ァッション年齢の拡張にともなう雑誌の対象年齢幅の拡大
1990年代の終わ りか ら現在にかけて,小 ・中学生 くらいのジュニア層が注 目され,お しゃ
れに興味を持ち始める年齢が下がっている。少子化の影響で一般的に子供服市場は縮小傾向と
1s4
されていたが,ア パ レルメーカーのナル ミヤイ ンターナ ショナルが手がける 「エ ンジェルブルー」
な どの ブラ ン ド服,ジ ュニア用 コスメの ヒ ッ ト,着 せ 替え とダ ンスを楽 しむ女児 向 けゲ ーム
「オ シ ャレ魔女 ラブandベ リー」 の人気な どを背景 に,ジ ュニ ア ・ファッションの加熱ぶ りが
社会現 象 に もな った。 こう した流れ を受 けて1986年創刊 の 「ピチ レモ ン」,1997年「nicola」,
2001年「ラブベ リー」,「melon」(2005年休刊),「CANDy」(2006年休刊)が 創刊 され るな
ど,女 の子 たちをターゲ ッ トにした雑誌の創 刊が続 いた。
一方,年 齢 が上昇 して もお しゃれに積極 的な人 々 も増加 している。オ フィス ・ファッション
のカ ジュアル化 や,会 社 に属 さない フ リーの人な どが増えて,服 装 の選択肢 も自由にな った。
こうして,フ ァッシ ョンのテイス トや ライ フスタイル を変 えず にエイジ レスな感 覚を持 った新
しい大人 たちが出現す ると,2003年「InRED」,2004年「smartmax」の創刊 のよ うに,ス
トリー トファ ッシ ョンで培 った感覚 を持 った30代以上 の大人 のための雑誌 が創刊 された。 さ
らに,10代でギ ャル ・ファ ッシ ョンを謳 歌 し,30歳近 くにな って も トレン ドに敏感 な女性 が
登場 した ことで,「BLENDA」,「GLITTER」,「GISELe」な どの,大 人 にな ったギ ャルを ター
ゲ ッ トに した雑誌 が創刊 された。新たな フ ァッシ ョン感覚 を もった層が登場 した後に創刊 が相
次 いでい ることか らも,雑 誌主導ではな く,フ ァッシ ョンを体現す る読者主導で雑誌 は変化 し
てい ることがわかる。
さらにここでは,現 在発刊 されてい る主な女性 フ ァッシ ョン雑誌 のポジシ ョニ ング ・マ ップ
を,図2で 示 した1980年代 の区分方 法 に従 い,同 様 の軸上 に2007年現在 の主 要な女性 フ ァッ
シ ョン誌77誌のファ ッシ ョン ・テイス トをプロ ッ トした ものを示す。(図4)
なお,こ の分類 に際 しては,「'86FASHIONANNUALフ ァッシ ョン年鑑」(前 出)の 例
に倣 い,雑 誌編集長へ のイ ンタ ビュー,ア ンケー ト,当 該雑誌 のホームペー ジ,「新 聞雑誌総
かたろ ぐ」,「出版月報」等を参考 に した。また,先 行資料 と して,「編集会議」の特集 「ファッ
シ ョン誌 のタブー!」17,「DATEWATCH」の特集 「専門誌 の順位 の真実,読 者の実像」18,
ア クロス編 集室刊 「SHIBUYA2000REPORT」19掲載 の 「2000年秋冬 ・主 な若者 向 け女性
誌 のポ ジシ ョニ ング ・マ ップ」等を参照 し,こ れ らを総合 的に判断 して分類を行 った。
これ らの結果を見 ると,1980年代 当時 よ り雑誌 数が増加 してい る点 は言 うまで もな く,1
冊 の雑誌 が カバーす る範 囲は狭 くな り,よ り夕一ゲ ッ トを絞 り込ん でいる。 また,1980年代
当時は,マ ップ右上 の ヨーロ ピア ン ・エ レガンス と右 下の コンサバ テ ィブ ・エ レガ ンスの区分
に雑誌 の偏 りが見 られたが,図3を 見 ると,明 らかにスポーテ ィー寄 りのアメ リカン ・カ ジュ
アル とヨー ロピア ン ・カ ジュアル の区分 に入 る雑誌 が増加 し,フ ァッシ ョンのカ ジュアル化 を
受 けて,よ り実際的で等身大 的な フ ァッシ ョン誌の割合が増えてい る様相 が明確 に現れて いる。
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図4.2000年代 の女性 ファッション誌のポ ジショニ ング ・マ ップ
6.ま とめ ファッシ ョン誌 とフ ァッシ ョンにみ る流行波及プ ロセ スの変 容
以上 みてきたよ うに,フ ァッション誌は,フ ァッションの変化 と対応 しなが ら,ス タイル ブッ
ク,モ ー ド雑誌,キ ャンパ ス雑誌,ラ イ フスタイル雑誌 な どの編集 内容 の変化を伴いなが らも,
常に新 しいファッシ ョンを読者に伝え るメデ ィアとしての役割を担 ってきた。その一方で,フ ァッ
ションの変化 に対応で きなか った雑誌 は淘汰 され,あ るいは リニ ューアルに よって存続 を維 持
す るな ど,雑 誌環境その ものが,フ ァッションに併せて絶えず変化を してい る。
本 稿 で は,フ ァ ッシ ョンの参 考源 と して不可 欠 であ るフ ァッシ ョン誌 について,特 に,
1990年代 以降 に創刊 が相次 いだ ス トリー ト系 フ ァ ッシ ョン誌 に着 目 して考察 を行 った。 その
結果,読 者 のフ ァッシ ョンを先導 してきた従来型 の雑誌 に代わ り,ス トリー トファッシ ョンか
ら生 まれ た新 たな流行を雑誌が取 り上 げ ることで さらなる伝播 を もた らす といった,流 行 の波
及方法 に変化 が生 じて いることを明 らか にした。
「ルイ ・ヴィ トン」の ク リエイティブ ・デ ィレクターであるマーク ・ジェイコブスや,「シャ
ネル」 のデザイナーのカール ・ラガー フェル ド,「D&GJの デザ イナー の ドメニ コとガ ッバー
ナ両氏 な ど,海 外 の有名 ブラン ドのデザイナーの多 くが東京 のス トリー トフ ァッシ ョンに大変
な関心 を寄せ てお り,来 日の際 には原宿や渋谷の若者 か らフ ァッシ ョンのイ ンス ピレー シ ョン
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を得るという。このことからも,雑誌だけでな く,新 しい トレン・ドそのものが,従 来の上から
下への流れか ら,ス トリー トから発信される逆方向の流れが生 まれていることを示 している。
いまや,雑誌は,読者を リー ドする立場にあるのではな く,ス トリー トファッションを担 う
読者が変化することにより,こうした読者に合致する雑誌が新 しく創刊されるという,読者 リー
ドの雑誌環境が生まれつつある。他方で,創刊された雑誌を読者が読むことで模倣され,さ ら
にファッションの拡大を産むといった双方向性や循環性により,ファッションが絶え間な く変
化することを受けて,雑 誌 もまた限 りなく変化 している。
1990年代以前は,20世紀初頭の ドイツの哲学者であり社会学者のゲオルグ ・ジンメルの提
唱による 「トリクルダウン」(滴下理論),即ち水滴がしたたり落ちるように,フ ァッションは,
雑誌を媒体に しながら上流階級のスタイルが下流階級に広がり,流行が生まれていた。
ところが1990年代以降には,ス トリー ト雑誌を媒体として,ス トリー トか らファッション
が伝播するという 「トリクル ・アクロス」現象へと移行 している。この 「トリクル ・アクロス」
理論は,C.W.キングが提唱 した,「社会階層間での比較的自由なコミュニケーションを前提
とし,ト レンドは階層的な トップダウン発生過程ではな く,社会階層のさまざまなところから
生 じる」 という説2°である。要するに,今 やファッションは社会階層に関わらず,社 会的に下
位の階層の人々や,年齢の若い階層か らスター トした トレンドであっても,それが感覚的に時
代を先行するものであれば,上位の階層の人々も採用するというように変化 しているのである。
これまでに述べてきた1990年代以降のファッション誌 とファッションとの関係 において,
どのような変化があったか概念図を示す と次のような形で説明できる。(図5)
以上のように,ク ラスターの細分化により,フ ァッション誌の環境が様変わ りし,行き着 く
1990年代以前
コレクション
トレンド
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ブランドやアパレル メー カー
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図5.1990年代以前 と以後の ファッション雑誌 とフ ァッシ ョンとの関係
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ところ限 りな く 「個人」 に近い もの とな り,こ れ までの雑誌が果 た してきた,マ スメデ ィア的
な ものか ら,タ ー ゲ ッ トを絞 り込 んだターゲ ッ トメデ ィア,そ して,細 分化の究極の現 れ と し
ての個人 のマイ ・メデ ィアの方向に向か ってさ らな る分化が進 んでいることについて,フ ァ ッ
ションとフ ァッシ ョン誌の変容 か ら明 らか にす ることができた。
コ レク ションを頂点 とし,雑 誌 がフ ァシ ョンを リー ドす るプロセスと逆方向の明 らかな転換
を生 じさせ,フ ァ ッシ ョンの波及過程 を覆す,エ ポ ック ・メイキ ングな タイ ミングを迎 えてい
るのであ る。
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